
 

 
人生二毛作社会推進事業について 
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                            ※「地方創生先行型」交付金活用 

 

１ 事業の趣旨 

高齢者が生きがいを持って暮らすことのできる「人生二毛作・生涯現役社会」の実現を目指

し、長野県長寿社会開発センターにシニア活動推進コーディネーターを配置し、関係機関の連

携体制の構築や、社会参加に係るマッチングなどを行うことにより、高齢者が知識、技術、経

験を活かし、社会活動や就業など、社会参加できる仕組みづくりを推進する。 

 

 

２ 事業の内容 

(１)社会参加促進の仕組みづくり                    （事業費14,663千円） 

長野県長寿社会開発センター本部（長野）及び支部（上小・諏訪）に、シニア活動推進コー

ディネーターを配置し、圏域における連携体制の構築・強化等を推進。 

 

ア 関係機関の連携体制・機能強化 

 ・地域ごとの関係機関（社会福祉協議会やハローワーク、シルバー人材センター等）による

ネットワーク会議の開催等により、連携・機能の強化を図る。 

 

イ 高齢者の社会参加促進のマッチング 

・地域の高齢者の社会参加活動に関する情報の収集、地域の課題や関係機関・高齢者のニー

ズを把握し、情報発信。 

・高齢者それぞれの知識、技術、経験などを活かし活躍できる場（機会）を提案し、関係機

関と連携して社会参加活動のマッチングを実施。 

・「シニア層の活動が求められる場」と「活動を希望するシニア層」をより効果的・効率的

にマッチングできるシステムの検討。 

 

 (２)人生二毛作推進県民会議の開催                   （事業費 775 千円） 

県レベルで関係機関・団体による会議を開催し、社会参加促進の機運醸成を図るとともに、

コーディネート活動に関する情報共有や検証など、人生二毛作の仕組み推進のための検討を行

う。 

 

 

 

 

 

 

 

予算額 15,438 千円（国庫補助※） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔参考：平成 26年度の活動実績〕 

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄ 

活動 

社協やﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｾﾝﾀｰ、NPO 等からの求人並びに社会参加に関する相談への対応 

〔H26.4 月から H27.3 月までの延べ相談件数 1,663 件（約 130 件/月）〕 

ﾏｯﾁﾝｸﾞ

事例 

就労 

・障がい者支援施設における雇用（休日の同行援護）。 

・ｼﾆｱ大学でのﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸがきっかけで長野市社協に就職。 

・障がい者の農業就労ﾁｬﾚﾝｼﾞｻﾎﾟｰﾀｰに新たに 2名のｼﾆｱが登録し、活動。 

学校支援 ・学校支援ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰと連携しての信州型ｺﾐｭﾆﾃｨｽｸｰﾙへの参加 

地域活動 

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ 

・特殊詐欺防止活動や高齢者、障がい者の外出支援ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱへの参加 

・認知症ｶﾌｪ運営へのﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ参加 

・諏訪湖ｱｰﾄﾘﾝｸﾞ検定後の美術館ｶﾞｲﾄﾞ等の活動に参加 

・長野市立博物館の企画(ｼﾆｱｸﾞﾙｰﾌﾟによる昔遊び)演出(H27 から実施) 

圏域での

連携体制

など仕組

みづくり

の推進 

・社協やﾊﾛｰﾜｰｸ、ｼﾙﾊﾞｰ人材ｾﾝﾀｰ等相談機関による情報交換の定期開催、ｼﾆｱ世代と活動団体、

相談機関が参加し、その場で相談ができる情報交換会の開催など、圏域での二毛作の仕組み

づくりの推進。 

ﾀｳﾝ 

ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ 

高齢者の社会参加促進に関する意識啓発を図るため、「ｼﾆｱ層の社会参加」をﾃｰﾏに県民参加の

ﾀｳﾝﾐｰﾃｨﾝｸﾞを開催（12 月～3 月、10 圏域で開催） 

〔開催例〕上小地域(H26.12.16) ﾃｰﾏ：「ｼﾆｱのﾁｶﾗで社会を変えよう！」 

・高齢者の社会参加の事例（学校支援ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ、高齢者ｻﾛﾝ）の事例発表 

・「ｼﾆｱ世代にできること、期待すること」等についての意見交換 

人生二毛

作県民会

議 

【第 1回(H26.5.19)】複数ﾃｰﾏ（子ども・学校支援、地域づくりへの高齢者の参画など）につい

て関係機関による意見交換を行い、課題の把握と改善策を検討。 

【第 2回(H26.10.21)】ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰの活動を中心とした人生二毛作の具体的な取組について検討。 

 

人生二毛作社会の仕組み（イメージ） 


